


下余白10mm以上

上余白5mm以上

左余白
20mm以上

右
余
白
５mm
以
上

法務局の保管制度を利用する
自筆証書遺言作成ルール
紙のサイズは、A4です（このページの赤の実線枠
の大きさです）。色や模様のない用紙に、規定の
余白内に全て本人が手書きをします。
筆記具は、長期間保存に耐え、容易に消えないボ
ールペンなどを使用します。
裏面は記載不可です。

遺言者亡き後に相続人（推定相続人※）となる人
には、「相続させる」または「遺贈する」と書き
ます。推定相続人以外の人を相続人とした場
合は「遺贈する」と書きます（「遺贈する」と書
いた場合、遺贈の対象者だけでなく、他の推定
相続人全員が財産を引き継ぐ権利が生じる）。

※�相続が開始される前の時点で、相続人と推定
される人を「推定相続人」という。

遺言書を作成した年月日を必ず記載（「○年
○月吉日」はNG）。署名と押印が必要です
（認印はOK、スタンプ印はNG）。財産目録を
付ける場合、通し番号で各ページにページ
数を自書します。また遺言書は複数枚にな
ってもホッチキスどめはNGです。

必要であれば、遺言執行者（遺言の内容を実行する手続きを
行う）を指定して明記しておくこともできます。

生命保険金は相続
財産ではなく、保
険契約に基づいた
受取人の固有財産
になるので、この
一文に強制力はあ
りません。自分の
お気持ちを書くの
は良いですが、守
られないこともあ
ります。

具体的な相続権を提示
するため、財産目録の
添付をお勧めします。
詳しくは〈４〉面。

遺
言
書
を
実
際
に

書
い
て
み
る

大
事
な
家
族
に
自
分
が
築
い
て
き
た
財
産
や

大
切
に
し
て
い
た
物
を
残
し
た
い
、あ
る
い
は

感
謝
の
気
持
ち
や
こ
れ
か
ら
の
希
望
に
つ
い
て

も
き
ち
ん
と
語
り
伝
え
て
お
き
た
い
…
。
そ
う

思
わ
れ
て
い
る
な
ら
、ご
自
身
の
言
葉
で
、ご

自
分
の
お
考
え
を
遺
言
書
に
綴
っ
て
お
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

と
は
い
え
、遺
言
書
と
な
る
と
、何
を
ど
う

書
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。
遺
言
書
を
見
た
こ
と
も
な
い
と

い
う
人
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
に
遺
言
書
の
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
は
、法
務
局（
遺
言
書
保
管
所
）に
預
け

て
保
管
し
て
も
ら
う
場
合
の
自
筆
の
遺
言
書
の

例
で
す
。
自
筆
の
遺
言
書（
自
筆
証
書
遺
言
）を

法
務
局
で
預
か
る
保
管
制
度
は
、2
0
2
0
年

７
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
制
度
で
、自
宅
で

保
管
す
る
場
合
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
ま
す（
４

面
参
照
）。
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「
遺
言
書
な
ん
て
…
」

と
思
っ
て
い
る
人
、

な
ん
と
多
い
こ
と
か
！

遺
言
書
の
例
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

「
難
し
い
な
あ
」と
思
わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
た
め
か
、ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
に
と
っ
て
、

遺
言
書
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な
い
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
法
務
省
の
平
成
29
年
度
調
査
で

は
、55
歳
以
上
で
自
筆
証
書
遺
言
を
書
い
た
こ

と
の
あ
る
人
は
3
・
7
％
、公
正
証
書
遺
言
を

作
成
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
3
・
1
％
。
75
歳

以
上
に
な
る
と
自
筆
証
書
遺
言
は
6
・
4
％
、

公
正
証
書
遺
言
は
5
・
0
％
。
年
齢
が
上
が
る

と
少
し
増
え
ま
す
が
、い
ず
れ
も
１
割
に
も
満

た
な
い
数
字
で
す
。

　

昨
今
、「
終
活
」「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

と
い
う
言
葉
も
活
動
も
浸
透
し
て
き
て
い
る
の

で
、「
遺
言
書
を
書
こ
う
か
な
」
と
思
っ
て
い

る
人
は
増
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
う
ち
の
家
族
は
仲
が
い
い
か
ら
」「
財
産
が

な
い
か
ら
」遺
言
書
が
な
く
て
も
大
丈
夫
と
思

っ
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、ち
な
み
に

相
続
で
争
い
な
ど
の
問
題
に
な
る
の
は
、残
す

財
産
が
1
、0
0
0
万
円
以
下
で
約
３
割
強
で

す
。
5
、5
0
0
万
円
以
下
に
な
る
と
８
割
弱

ま
で
増
え
ま
す
。

相
続
人
の
数
が
多
い
、不
動
産
・
車
・
高
級
品

な
ど
簡
単
に
分
け
ら
れ
な
い
財
産
が
多
い
ほ
ど
、

ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

た
と
え
、大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
く
て

も
、残
さ
れ
た
人
た
ち
が
、少
な
か
ら
ず
頭
を

抱
え
る
状
態
は
望
ま
し
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
ね
。

遺
言
と
は「
言
い
残
す
」こ
と
で
す
。
人
生
の

最
後
を
迎
え
る
時
に
、自
身
の
意
思
を
明
ら
か

に
し
て「
思
い
ど
お
り

の
人
生
を
送
り
き
る
」

た
め
に
も
、さ
っ
そ
く

「
今
」
書
い
て
み
ま
せ

ん
か
、遺
言
書
。
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自
分
で
書
く
、そ
れ
と
も
…

右
ペ
ー
ジ
は「
自
分
で
書
く
」遺
言
書
の

例
で
す
が
、そ
も
そ
も
遺
言
書
は「
自
分
で

書
く
も
の
じ
ゃ
な
い
の
？
」と
思
わ
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

自
分
で
書
く
遺
言
書
を
、民
法
で
は「
自

筆
証
書
遺
言
」、遺
言
内
容
を
公
証
役
場
の

公
証
人
に
伝
え
、公
証
人
が
作
成
す
る
遺
言

書
を「
公
正
証
書
遺
言
」と
言
い
ま
す
。

正
式
な
自
筆
証
書
遺
言
に
す
る
の
で
あ
れ

ば
、せ
っ
か
く
の
遺
言
書
を
無
効
に
し
な
い

た
め
に
も
、次
の
４
点
は
絶
対
に
必
要
で
す
。

①
自
分
で
書
く

②
日
付
（
一
番
新
し
い
も
の
が
有
効
）

③
押
印

④
署
名

ま
た
、次
の
項
目
を
入
れ
て
お
く
と
、ト

ラ
ブ
ル
回
避
に
な
り
ま
す
。

⑤
財
産
と
そ
れ
を
相
続
さ
せ
る
人

⑥
遺
言
執
行
者

⑦
非
嫡
出
子
の
認
知

⑧
未
成
年
者
の
後
見
人
指
定

⑨
財
産
を
寄
付
す
る
場
合	

な
ど

で
は
、簡
単
に
自
筆
証
書
遺
言
と
公
正
証

書
遺
言
の
違
い
を
表
に
し
て
お
き
ま
す
。

ち
な
み
に
、遺
言
書
は
自
筆
証
書
遺
言
で

も
公
正
証
書
遺
言
で
あ
っ
て
も
、何
度
で
も

書
き
直
し
が
で
き
ま
す
。
日
付
の
一
番
新
し

い
も
の
が
有
効
に
な
り
ま
す
。

公
証
役
場
と
は

公
証
役
場
は
、市
役
所
・
区
役
所
と
は
関

係
な
く
、法
務
省
が
管
轄
す
る
役
所
で
す
。

相
続
の
た
め
の
遺
言
書
作
成
の
他
に
、協

議
離
婚
に
お
け
る
養
育
費
な
ど
の
契
約
、土

地
建
物
賃
貸
借
や
金
銭
貸
借
な
ど
に
お
け
る

私
的
紛
争
の
予
防
の
た
め
の
公
正
証
書
を
作

成
し
ま
す
。

都
道
府
県
に
は
約
３
０
０
カ
所
あ
り
、都

内
に
は
45
カ
所
あ
り
ま
す
。

気
持
ち
や
思
い
は
、

書
け
な
い
？

法
的
効
力
を
持
つ
内
容
だ
け
で
な
く
、ご

家
族
へ
の
お
気
持
ち
な
ど
を
自
由
に
書
く
こ

と
は
で
き
ま
す
。
そ
れ
を「
付
帯
事
項
」と
言

い
ま
す
。

例
え
ば
、財
産
の
分
け
方
に
つ
い
て
の
説

明
や
、財
産
を
寄
付
す
る
場
合
は
そ
の
理
由
、

遺
品
の
処
分
方
法
、葬
儀
や
お
墓
、ペ
ッ
ト

に
つ
い
て
な
ど
、自
分
の
思
い
を
書
き
残
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
人
へ
の
お
礼
や
、法
定

相
続
人
で
な
い
人（
例
え
ば
、子
ど
も
た
ち

の
配
偶
者
）に
財
産
を
残
し
た
い
場
合
も
こ

こ
に
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す（
遺
贈
）。

遺
言
書
に
書
か
れ
た
法
的
効
力
を
持
つ
内

容
が
正
確
に
理
解
さ
れ
る
た
め
に
も
、付
帯

事
項
に
思
い
を
綴
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

も
し
か
し
て
…
…
あ
れ
は
？

こ
れ
は
？

連
名
の
遺
言
書
は
有
効
で
し
ょ
う
か
。
実

は
、遺
言
書
は
一
人
ず
つ
書
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ご
夫
婦
や
兄
弟
姉
妹
の
連
名
の

も
の
は
原
則
と
し
て
無
効
で
す
。

ま
た
、相
続
手
続
き
終
了
後
、ご
家
族
が

遺
言
書
を
見
つ
け
、そ
の
内
容
と
異
な
る
相

続
が
行
わ
れ
財
産
を
相
続
で
き
な
か
っ
た
人

が
い
た
の
で
あ
れ
ば
、侵
害
を
受
け
た
相
続

人
は「
相
続
回
復
請
求
」が
で
き
ま
す
。

遺
言
書
に
書
い
て
い
た
相
続
人
の
方
が
先

に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、す
ぐ
に
遺
言
書
を

書
き
直
す
か
、あ
る
い
は
そ
れ
を
想
定
し
て

別
の
人
を
相
続
人
に
指
定
し
て
お
き
ま
す
。

「
あ
れ
は
？
」「
こ
れ
は
？
」
と
思
い
始
め

る
と
、「
や
っ
ぱ
り
自
分
で
書
く
の
は
難
し
い
」

と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、一
度
司
法
書
士
な
ど
専

門
家
に
ご
相
談
く
だ
さ
い（
相
談
先
は〈
７
〉

面
参
照
）。
相
談
を
す
る
こ
と
で
、考
え
方
の

交
通
整
理
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、試
し
に
書
い
た
遺
言
書
を
確
認
し
て
も

ら
う
と
い
う
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

遺
言
書
は
、ご
家
族
に
渡
す
未
来
へ
の
バ

ト
ン
で
す
。
書
い
て
お
く
こ
と
で
、残
さ
れ

た
人
た
ち
も
、そ
し
て
遺
言
書
を
書
い
た
ご

本
人
も
、き
っ
と
安
心
さ
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

司法書士は、遺言書
の作成アドバイス
や保管もできるし、
証人にもなれて、必
要書類の取り寄せ
もできる……

自筆証書遺言と公正証書遺言
自筆証書遺言 公正証書遺言

作成

自分で書く。なるべく消えない筆記
具を使用。
※代理は無効
※�ワープロは無効（財産目録はワープ
ロでも可）

遺言者が内容を伝え、公証人が作
成。助言はするが内容面のアドバイ
スはしない。証人（注１）が２人必要。
※�遺言者が病人などの場合、公証
人が出張してくれる

手数料 不要
必要

※財産内容により手数料は異なる

事前の内容公表 なし 公証人と証人

無効の可能性 あり
受遺者（遺言により財産を受け取
る人）が遺言者より前に亡くなる
と「あり」

紛失の危険

あり
※�書き換えや偽造される可能性あり
※�あるいは、家族が見つけることが
できない場合もあり

なし
※原本を公証役場で厳重保管。
正本と謄本（注２）を遺言者に渡
す（遺言者が亡くなった後、正本
で手続き可能）

家庭裁判所の検認（注３） 必要 不要

（注１）�「財産を相続する人とその配偶者・直系血族」「未成年」「公証人」などは証人にはなれません。司法書士はなれます。
（注２）�正本は原本と同様の効力を持つ写し。謄本は正本ほどの効力はなく相続手続きはできません。正本と謄本を異

なる相続人が管理すればトラブルを回避できます。どちらも再発行可。
（注３）�封をしてある自筆証書遺言を勝手に開封すると、５万円以下の過料制裁が課せられる可能性があります。必ず

家庭裁判所の検認手続きをしてください。封をしていなくても内容を見ないで家庭裁判所へ。

◀︎◀︎◀︎ 〈４〉面へ  ◀︎◀︎◀︎
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以下を管轄する法務局（遺言書保管所）が保管先となる。
●遺言者の住所地　●遺言者の本籍地
●遺言者が所有する不動産の所在地

申請先を確認

法務局に常備。法務省のホームページから
ダウンロードも可／司法書士が代理で作成可申請書を作成

①�ネット予約（法務局手続案内予約サービス専用／
� 365日24時間対応）
� https://www.legal-ab.moj.go.jp/houmu.home-t/
②申請する法務局（遺言書保管所）へ電話で予約
③申請する法務局（遺言書保管所）の窓口で予約
※�②③ともに、平日８時30分～17時15分／土日祝・年末年始除く。

保管申請の
予約

（３通り）

代理は不可。遺言書、申請書、住民票などの
資料、本人確認書類、手数料が必要

遺言者本人が
保管の申請

保管／保管証
の受け取り

〈２〉面参照自筆で
遺言書を書く

選択肢に入れたい「自筆証書遺言書保管制度」
本制度利用の流れは、次のとおりです。

▼

▼

▼

▼

▼

●
人
生
の
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
。

●
自
分
の
思
い
を
家
族
に
伝
え
た
い
。

●	

家
族
の
た
め
に
築
い
て
き
た
財
産
や
自
分

が
大
切
に
し
て
き
た
物
を
、
き
ち
ん
と
譲

り
た
い
。

こ
ん
な
気
持
ち
も
湧
い
て
き
て
、遺
言
書

を
書
く
気
に
な
ら
れ
た
の
で
は
？

遺
言
書
を
意
識
す
る
、書
く
、と
い
う
段

階
ま
で
来
た
ら
、次
は「
ど
こ
に
保
管
す
る
か
」

で
す
。

〈
３
〉面
の
表
に
も
あ
る
よ
う
に
、自
宅
で

の
保
管
は
安
全
性
を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
、

家
族
な
ど
が
必
ず「
確
認
で
き
る
」と
い
う

保
証
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、安
全
か
つ
確
実
性
が
あ
り
、さ

ら
に
は
紛
争
を
回
避
す
る
点
を
重
視
し
た
新

し
い
保
管
制
度
が
、２
０
２
０
年
７
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

法
務
局（
遺
言
書
保
管
所
）に
預
け
る
、「
自

筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」で
す
。

「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制

度
」で
、で
き
る
こ
と

本
制
度
を
利
用
す
る
と
、遺
言
者
、相
続

人
は
次
の
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
管
証
が
あ

る
と
以
下
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

（
ア
）	遺
言
書
の
閲
覧（
モ
ニ
タ
ー
・
原
本
／
要

予
約
／
要
手
数
料
）

（
イ
）保
管
申
請
の
撤
回
・
遺
言
書
の
変
更

（
ウ
）	相
続
人
に
よ
る
遺
言
書
保
管
の
確
認
、

遺
言
書
に
関
す
る
各
証
明
書
の
交
付
、

遺
言
書
の
閲
覧
な
ど（
た
だ
し
、遺
言

者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
の
み
）

（
ア
）（
イ
）は
遺
言
者
の
み
可
能
、（
ウ
）は

相
続
人
や
法
定
代
理
人
な
ど
で
も
可
能
で
す
。

保
管
申
請
を
撤
回
し
た
場
合
で
も
、遺
言

書
の
内
容
は
有
効
で
す
。

ま
た
、（
ウ
）の
証
明
書
の
交
付
や
閲
覧
が

あ
っ
た
場
合
、遺
言
書
保
管
官
は
、そ
の
他

の
相
続
人
な
ど
に
対
し
て
遺
言
書
が
保
管
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
通
知
し
ま
す
。

（ ）

）（

（相続人となり得る方）に伝えておくことをお勧めします。
遺言者ご本人が亡くなられ相続が始まったとき、ご家族は
「遺言書情報証明書の交付の請求」や閲覧などの手続き（遺
言書が確かに預けられていることや、遺言書には何が書か
れているか確認するための手続き）をスムーズに行うこと
ができるからです。

Q4. �遺言書の保管を法務局にお願いした後に、遺言書の内容を変更したくなった場合はどうすれば？

A.�その場合は、保管の申請の撤回（取り消し）を行って遺言
書を返してもらい、遺言書の内容を変更してから、もう一
度預け直すことをお勧めします。ただし、撤回をしないで
新たな遺言書を預けることもできます。撤回するときは手
数料はかかりませんが、改めて保管する、撤回しないで新
しく保管する場合には、申請の手数料（Q8参照）が発生し
ます。

Q5. �法務局で遺言書の保管の撤回を行った場合、その遺言も無効になりますか。

A�.�いいえ。「遺言書の保管の申請の撤回」は、あくまで「法
務局に遺言書を預けるのをやめる」ということなので、遺
言の効力とは関係がありません。遺言書自体は有効です。

Q6. �遺言者が法務局に預けた遺言書を、家族（相続人）が返してもらうことはできますか。

A.�いいえ。法務局に保管されている遺言書は、ご家族（相続
人）でも返してもらえないことになっています。遺言者が
生きておられる間は、遺言書やその内容を確かめることは
できません。遺言者が亡くなられた後、家族（相続人）は、遺
言書が遺言書保管所に預けられているかどうかを確認した
り（「遺言書保管事実証明書」）、遺言書を閲覧してその内容
を確認することができるようになります。

Q7. �自分で書いた遺言書は、必ず法務局に預けなければならないのでしょうか。

A.�いいえ。新しい制度により、自筆の遺言書を法務局でも
保管できるようになったため、遺言者にとっては安全・安

心な保管場所が一つ増え
たということです。自宅
に置いておいても、貸金庫
に預けても、ご本人の良い
と思われる方法で保管さ
れてください。ただし、自
宅保管は裁判所の検認が
必要です。

Q8. �法務局に遺言書の保管をお願いする場合、保管しておく年数に応じて手数料が増えますか。

A.�いいえ、保管の申請の手数料は、その後の保管年数には
関係ありません。申請のとき遺言書１通に付き、3,900円を
納めるだけです。

Q9. �遺言者が亡くなり、相続人になりました。「遺言書情報証明書」（遺言書の内容が書かれた証
明書）が欲しいのですが、自分で法務局に行かなければな
りませんか。

A.�法務局に遺言書を預けるとき（Q2）と違って、遺言書情報
証明書が欲しい場合は、相続人でも法定代理人でも請求手
続ができます（法務局の窓口か郵送で）。この証明書の請求
に必要な書類については、司法書士などに作ってもらって
も構いません。

「自筆証書遺言書保管制
度」について、文章で書く
と少し難しく感じるかも
しれません。
お分かりにならない場合
は、ぜひ司法書士にお尋ね
ください。自筆遺言の書
き方を含め、制度について、
詳しくご説明いたします
（相談先７面参照）。



「
財
産
」と
聞
く
と
預
貯
金
や
株
式
、不
動
産
と
思
い
が

ち
で
す
が
、車
、高
級
時
計
な
ど
も
れ
っ
き
と
し
た
財
産
、

借
金
や
ロ
ー
ン
は
マ
イ
ナ
ス
の
財
産
で
す
。
遺
言
書
に
財

産
相
続
に
つ
い
て
書
い
た
場
合
は
、ど
ん
な
財
産
が
あ
る

か
を
ま
と
め
た
財
産
目
録
を
付
け
て
お
く
と
、そ
の
後
の

手
続
き
が
と
て
も
楽
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、全
部
の
財
産

を
調
べ
て
目
録
を
作
る
の
は
な
か
な
か
大
変
な
作
業
。
困

っ
た
と
き
は
司
法
書
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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遺言書同様、色や模様のないA4サイズの用紙。
長期保存するので、コピーを添付する場合は、感
熱紙は使わず、印字がはっきりと分かるものを。
余白の空け方も遺言書と同様です（２面参照）。

不動産の場合は、所在、
地番・家屋番号などで
特定できれば、登記事
項証明書の一部やコ
ピーの添付でも可。

通帳は、銀行名、支店名、
口座名義、口座番号が分
かるページをコピーし
て添付します。

遺言書本文・財産目
録には、通し番号で
各ページにページ数
を手書きします。

財産目録は、パソコン・
ワープロで作って良い
のですが、全てのペー
ジに署名 (自書 )と押
印が必要です。

自
筆
証
書
遺
言
を
保
管
で
き
る

法
務
局（
遺
言
書
保
管
所
）

保
管
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、遺
言
者
の
住
所

地
か
本
籍
地
、遺
言
者
が
所
有
す
る
不
動
産
所
在

地
の
い
ず
れ
か
を
管
轄
す

る
遺
言
書
保
管
所
で
す
。

東
京
法
務
局
で
は
、
左
記

の
５
カ
所
。

ウ
チ
に
は
財
産
な
ど
ナ
イ
…

そ
う
で
し
ょ
う
か
？

財
産
目
録
を
作
る

◀︎◀︎◀︎◀︎◀︎  〈６〉面へ  ◀︎◀︎◀︎◀︎◀︎

自筆証書遺言と公正証書遺言の
保管の申請先の比較

保管の申請先

自筆証書遺言

•� 遺言者の住所地
•� 遺言者の本籍地
•� �遺言者が所有する不動産
所在地

のいずれかを管轄する
遺言書保管所

公正証書遺言 •� 公証役場

遺言書保管所（東京）

東京法務局 電話：03-5213-1441（直通）
住所：〒102-8225�千代田区九段南1-1-15九段第２合同庁舎

板橋出張所 電話：03-3964-5385（代表）
住所：〒173-0004�板橋区板橋1-44-6

西多摩支局 電話：042-551-0360（代表）
住所：〒197-0004�福生市南田園3-61-3

八王子支局
電話：042-670-6240（代表）
住所：〒192-0364�八王子市南大沢2-27
フレスコ南大沢10・11階

府 中 市 局 電話：042-335-4753（代表）�
住所：〒183-0052�府中市新町2-44

※東京以外の場合は法務局にお尋ねください。

Q1. �遺言書を書きたいのですが、よく分かりません。法務局（遺言書保管所※以下法務局）で
は遺言書の書き方を教えてくれますか。

A.�残念ながら、法務局は遺言書の作成に関しての相談は
受けません。遺言書の書き方については、法務省ホーム
ページ「遺言書の様式の注意事項」などを参考にして書
いてみましょう。難しくはありませんが、〈２〉面でご紹
介したように書き方に決まりがあるので、お悩みになら
れたら司法書士にご相談ください。

Q2. �法務局に遺言書の保管をお願いしたいのですが、遺言者本人が病気で行けない場合はど
うすれば良いですか。

A.「自筆証書遺言書保管制度」というのは、遺言者ご自身
が法務局に行って申請しないと受付ができない制度なの
で、ご本人が行けない場合はご利用できません。ただ、介
助のために付添人が同伴するのは差し支えありません。

Q3. �遺言書を法務局に預けたことは、家族に伝えた方が良いでしょうか。

A.�はい。遺言書を法務局に預けたことについて、ご家族

遺言書の思いを
「確実に」届けたい方へ

自筆証書遺言書
保管制度Ｑ＆Ａ
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相
続
、基
本
中
の
基
本

私
た
ち
が
、普
段「
相
続
」と
言
っ
て
い
る
割

合
を
民
法
で
は「
法
定
相
続
分
」、相
続
の
権
利

が
あ
る
人
を「
法
定
相
続
人
」と
言
い
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
人
の
財
産
を
相
続
す
る
法
定
相

続
人
に
な
り
得
る
人
と
優
先
順
位
は
次
の
と
お

り
で
す（
昭
和
56
年
以
降
に
被
相
続
人
が
亡
く

な
っ
た
場
合
）。

配
偶
者
は
、常
に
相
続
の
筆
頭
で
す
。

①	

子
ど
も
が
い
る
場
合

は
、配
偶
者
が
２
分
の

１
、残
り
が
子
ど
も（
複

数
人
い
る
場
合
は
、人

数
で
均
等
分
割
）。

②	

子
ど
も
が
い
な
い
場
合
、

配
偶
者
は
３
分
の
２
、

両
親
が
残
り
の
３
分
の

１
を
２
分
し
ま
す
。

③	

子
ど
も
も
両
親
も
い

な
い
場
合
、配
偶
者
が

４
分
の
３
、残
り
の
４

分
の
１
を
兄
弟
姉
妹

で
分
割
し
ま
す
。

な
お
、兄
弟
姉
妹
以
外
の
相
続
人
に
は
、「
あ

る
一
定
以
上
の
財
産
を
相
続
す
る
権
利（
遺
留

分
）」が
保
障
さ
れ
て
お
り
、遺
言
の
内
容
が
そ

れ
を
侵
害
し
て
い
る
場
合
、請
求
が
で
き
ま
す

（
遺
言
で
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人
に
指
定
さ
れ
て

な
け
れ
ば
、遺
留
分
は
な
い
）。
た
だ
、遺
留
分

請
求
を
し
な
け
れ
ば
権
利
も
発
生
し
ま
せ
ん
。

残
さ
れ
た
配
偶
者
が
安
心
で

き
る
居
住
権

　

民
法
の
相
続
法
が
改
正
さ
れ
、2
0
2
0
年

4
月
1
日
以
降
、「
配
偶
者
居
住
権
」が
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。
従
来
の「
配
偶
者
は
相
続
財
産

の
２
分
の
１
」で
は
、配
偶
者
が
不
動
産
を
相

続
し
た
だ
け
で
、法
定
相
続
分
を
超
え
て
し
ま

う
場
合
も
あ
り
、結
局
は
自
宅
を
売
却
し
て
現

金
を
つ
く
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
得
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
せ
っ
か
く
相
続
を
し
て
も
、配
偶

者
は
住
居
を
失
い
、将
来
へ
の
不
安
だ
け
が
残

り
ま
す
。
そ
こ
で
、配
偶
者
の
住
み
慣
れ
た
家

で
亡
く
な
る
ま
で
、金
銭
の
負
担
な
く
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
が「
配
偶
者
居
住

権
」で
す
。
さ
ら
に
、将
来
の
生
活
が
成
り
立
つ

よ
う
に
、預
貯
金
な
ど
の
財
産
も
相
続
が
で
き

ま
す
。
つ
ま
り
、居
住
権
は
所
有
権
よ
り
も
安

く
評
価
さ
れ
る
た
め
、安
く
な
っ
た
分
、預
貯

金
の
財
産
を
得
る
権
利
が
生
じ
ま
す
。
簡
単
に

言
う
と
、居
住
権
は
配
偶
者
が
相
続
、自
宅
建

物
の「
所
有
権
」は
他
の
相
続
人（
例
え
ば
、子
）

が
取
得
し
ま
す（
配
偶
者
死
亡
の
場
合
、相
続

税
は
生
じ
な
い
）。
も
ち
ろ
ん
、相
続
人
の
了
承

が
あ
れ
ば
、配
偶
者
が
居
住
権
、所
有
権
の
双

方
を
相
続
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

な
お
、
居
住
権
は
、
①
遺
産
分
割
協
議
、
ま

た
は
②
遺
言
に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
①
が
不
調
に
終
わ
る
と
、
家
庭
裁
判
所
に

申
し
立
て
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、「
配

偶
者
居
住
権
」
を
有
効
に
す
る
場
合
、「
遺
言

書
」
に
「
遺
贈
す
る
」
と
書
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

下
図
は
、ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
に
簡
単
に

し
て
い
ま
す
が
、居
住
権
の
評
価
な
ど
実
際
の

計
算
は
複
雑
で
す
。
ま
た
、相
続
発
生
時
に「
家

が
被
相
続
人
の
財
産
で
あ
る
こ
と
」「
配
偶
者
が

居
住
し
て
い
る
こ
と（
事
実
婚
・
内
縁
関
係
者
は

取
得
で
き
な
い
）」な
ど
の
条
件
も
あ
り
、さ
ら

に
、配
偶
者
居
住
権
に
は
短
期
と
長
期
が
あ
り

ま
す
の
で
、専
門
家
へ
の
ご
相
談
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

そ
し
て
、取
得
し
た
居
住
権
を
守
る
た
め
に

は
登
記
が
必
要
で
す
。
司
法
書
士
に
必
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

第 1位
配偶者、子ども（養子・
非嫡出子・胎児を含む／
子が死亡の場合、孫）

第 2位

直系尊属�（父母や祖父母
など／配偶者がいない場
合。父母が亡くなってい
る場合、祖父母）

第 3位

兄弟姉妹�（配偶者・子ど
もがなく、両親・祖父母
が亡くなっている場合／
兄弟姉妹が亡くなってい
る場合、甥・姪）

子
ど
も
の
い
な
い
Ａ
さ
ん

の
財
産
を
巡
り
…

子
ど
も
が
い
な
い
Ａ
さ
ん
は
、
妻
と

未
婚
の
妹
と
同
居
。
土
地
と
預
貯
金
が

あ
る
Ａ
さ
ん
は
、
事
前
に
遺
言
書
を
作

成
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
嫁
い
だ
姉

が
「
妹
の
面
倒
を
見
る
か
ら
、
妹
の
相

続
分
を
自
分
に
」
と
主
張
。
Ａ
さ
ん
は

了
承
せ
ず
、
妻
と
妹
に
相
続
、
そ
の
他

を
寄
付
す
る
旨
の
遺
言
書
を
作
成
。

そ
の
後
、
妻
が
亡
く
な
り
、
心
労
と

持
病
で
Ａ
さ
ん
は
入
院
。
そ
こ
に
妻
の

弟
が
、
妻
の
財
産
を
自
身
の
名
義
に
変

更
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
未
婚
の
妹
が

Ａ
さ
ん
の
遺
言
書
を
探
し
た
が
、
内
容

の
違
う
別
の
遺
言
書
が
出
て
き
た
。
Ａ

さ
ん
に
確
認
す
る
が
覚
え
が
な
い
。

そ
の
後
、
入
院
中
の
Ａ
さ
ん
は
「
相

続
で
も
め
る
な
ら
」
と
、
家
族
に
相
談

も
な
く
土
地
の
売
買
契
約
を
す
る
が
、

安
く
見
積
も
ら
れ
…
。

Ａ
さ
ん
の
死
後
、
複
数
の
遺
言
書

が
見
つ
か
っ
た
。
土
地
は
売
買
さ
れ

て
い
る
の
で
、
相
続
財
産
が
減
少
。

妹
は
「
高
齢
の
兄
は
遺
言
書
を
書
い

た
こ
と
も
、
保
管
場
所
も
忘
れ
、
し

か
も
判
断
が
衰
え
て
い
る
中
で
土
地

売
買
…
家
族
が
右
往
左
往
し
た
」
と

語
っ
て
い
た
。

遺
言
書
に
も
終
活
に
も
、

難
色
を
示
す
両
親

Ｂ
さ
ん
の
実
家
は
、
田
畑
と
山
を
所

有
し
、
高
齢
の
両
親
が
農
業
を
営
む
。

二
人
と
も
病
気
も
せ
ず
健
康
で
あ
っ
た

が
、
父
親
が
「
元
気
な
う
ち
に
」
と
Ｂ

さ
ん
と
弟
を
呼
び
、
家
や
土
地
に
つ
い

て
の
家
族
会
議
を
開
い
た
。
具
体
的
な

こ
と
は
決
ま
ら
ず
、
和
気
あ
い
あ
い
と

み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
終
わ
っ
た
が
、

そ
の
後
父
親
が
入
院
。

退
院
後
、
弱
気
に
な
っ
た
父
は
、
家

の
こ
と
に
は
触
れ
な
く
な
っ
た
。
将
来

の
こ
と
を
話
そ
う
と
す
る
と
、
母
親
も

難
色
を
示
す
。

Ｂ
さ
ん
に
は
、
実
家
の
畑
を
利
用
し

て
自
然
農
法
を
し
た
り
、
野
菜
カ
フ
ェ

を
開
い
た
り
と
夢
が
あ
る
の
で
、
遺
言

書
に
興
味
が
あ
る
が
、
両
親
に
話
せ
な

い
で
い
る
。

そ
の
他
、「
う
ち
は
遺
言
書
な
く
て

も
大
丈
夫
」
と
豪
語
す
る
両
親
を
見
て

複
雑
な
子
ど
も
た
ち
、
立
て
続
け
に
両

親
が
亡
く
な
っ
た
未
婚
の
女
性
な
ど
、

「
遺
言
書
が
あ
れ
ば
」
と
思
い
つ
つ
、

ま
だ
ま
だ
悩
ま
し
い
現
実
は
続
き
ま
す
。

悩ましい、遺言書を取り巻く現実
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「
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
か
ら
、

Y
さ
ん
に
財
産
を
残
し
ま
す
」

そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
、X

さ
ん
は
遺
言
書
を
作
ら
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

90
歳
を
過
ぎ
る
ま
で

元
気
に
長
生
き
を
さ
れ

大
往
生
さ
れ
た
と
き
、Y

さ
ん
は
す
で
に
鬼
籍
の
人

と
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
後
、周
囲
の
方
た
ち

が
ザ
ワ
ザ
ワ
し
た
の
も
無
理
は

あ
り
ま
せ
ん
。
誰
一
人
見
覚
え
の
な

い
女
性
が
突
如
登
場
し
、X
さ
ん
の
財
産
を
相
続
し
て
し
ま

っ
た
か
ら
で
す
。

家
業
の
ご
事
情
か
ら
、X
さ
ん
は
何
度
も
養
女
を
取
っ
て

は
離
縁
を
繰
り
返
す
…
と
い
う
過
去
を
お
持
ち
で
し
た
が
、

件
の
女
性
だ
け
は
離
縁
す
る
の
を
忘
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ

の
女
性
に
と
っ
て
は
、ま
さ
に
棚
か
ら
ぼ
た
餅
？　

こ
う
い
う
ケ
ー
ス
を「
笑
う
相
続
人
」と
呼
ぶ
の
で
し
ょ

う
か
。

ご
家
族
み
ん
な
仲
が
良
い
、

と
い
う
お
家
ば
か
り
で
は
な

い
の
が
世
の
常
。

兄
弟
に
は
絶
対
に
相
続

さ
せ
た
く
な
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
専
門
家
が
書
い

た
本
を
参
考
に
「
知
人
に

財
産
を
遺
贈
す
る
」
と
い

う
内
容
の
遺
言
を
自
筆
で

書
い
た
方
が
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、相
続
さ
せ
た

い
知
人
は
先
に
亡
く
な
っ
て

お
り
、遺
言
者
は「
知
人
の
相

続
人
に
遺
贈
し
た
い
」と
い
う

気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、そ
の
こ
と

ま
で
遺
言
書
に
書
い
て
い
な
か
っ
た
。

結
局
、「
絶
対
に
相
続
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
」は
ず
の
ご
兄

弟
に
財
産
が
渡
り
ま
し
た
。�

こ
の
よ
う
に
、場
合
に
よ
っ
て
は
相
続
が
実
現
す
る
時
点

が
20
年
も
30
年
も
先
に
な
る
の
で
、相
続
さ
せ
た
い
方
が
亡

く
な
る
こ
と
も
想
定
し
て
遺
言
を
作
る
の
も
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

遺
言
書
を
作
り
た
い
と
い

う
方
の
ご
相
談
を
受
け
た

時
の
こ
と
で
す
。

「
初
め
て
書
い
て
み

た
ん
で
す
が
」
と
見

せ
て
い
た
だ
い
た
遺

言
書
の
案
に
記
載
さ

れ
た
不
動
産
に
、私

道
が
抜
け
て
い
る
の

が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、不
動
産
を
お
子

さ
ん
二
人
に
「
相
続
さ
せ

る
」と
だ
け
書
い
て
あ
っ
て
、ど
う

い
う
割
合
で
分
け
る
か（
持
ち
分
）の
記
載
が
な
か
っ
た
の
で

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
点
で
す
が
、不
備
を
直
し
た
こ
と
で
有

効
な
遺
言
書
に
な
り
、「
事
前
に
見
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
良

か
っ
た
」と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、財
産
は
亡
く
な
る
ま
で
に
増
え
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、限
定
的
に
書
か
ず「
こ
れ
ら
を
含
む
一
切
の
不
動
産
」

な
ど
と
書
く
の
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、相
続
を
め
ぐ
っ
て
争
う
話
は
無
数

に
あ
り
ま
す
が
、こ
の
ケ
ー
ス
も
そ
う
で
し
た
。

遺
産
の
あ
る
故
人
は
遺
言
書
を
残
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
相
続
人
は
母
親
と
三
人
の
娘
さ
ん
で
し
た
が
、次
女
と

三
女
の
方
が
相
続
に
つ
い
て
不
満
が
多
く
、大
変
も
め
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
お
二
人
に
説
明
を
し
、納
得
し
て
い
た
だ
き
、

何
と
か
無
事
に
相
続
登
記
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

来
た
る
べ
き
母
親
の
相
続
に
つ
い
て
、次
は
も
め
な
い
よ
う

に
と「
遺
言
書
」を
作
成
し
ま
し
た
。
痛
感
し
た
の
は
、残
さ

れ
た
家
族
に
と
っ
て
遺
言
書
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で
は

大
違
い
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
の
後
、母
親
の
相
続
の
際
に
は
、

こ
の
遺
言
書
が
威
力
？
を
発
揮
。
長
女
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ

ま
し
た
。

東京司法書士会の無料法律相談
司法書士ホットライン 調停センター「すてっき」

昼

夜夜

03-3353-2700

03-3353-8844
 　　　03-3353-2703

042-540-0663
9：00～12：00　13：00～17：00

お問い合わせ・ご予約　祝祭日を除く

17：00～19：45
水・木曜

平日

裁判ではなく、話し合いによる解決を目指して司法書士がお手伝
いします

※新型コロナウイルスの影響により、面談による無料法律相談は、一部規模を縮小して開催しております（詳細は、東京司法書士会ホームぺージにてご確認ください）。
　非対面型の相談（WEB無料相談）を実施いたします▶︎ご予約・お問い合わせは、東京司法書士会総合相談センター（四谷）03-3353-9205にご連絡ください。

10：00～15：45
平日（月～金曜）




